
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
以
下
北
朝
鮮
）
は
、
二
〇
一
一

年
一
二
月
に
金
正
日
総
書
記
死
去

後
、
そ
の
息
子
で
あ
る
金
正
恩
が

最
高
指
導
者
の
地
位
を
継
ぎ
、
現

体
制
を
当
面
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
度
重
な
る

自
然
災
害
や
、
経
済
政
策
の
失
敗

等
か
ら
依
然
厳
し
い
経
済
状
況
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か

で
北
朝
鮮
の
市
民
は
ど
の
よ
う
に

暮
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

北
朝
鮮
の
市
民
の
生
活
を
知
る

た
め
の
資
料
は
主
に
、
北
朝
鮮
に

旅
行
や
短
期
訪
問
し
た
外
国
人
の

旅
行
記
、
留
学
や
人
道
支
援
等
で

一
定
期
間
以
上
滞
在
し
た
人
に
よ

り
執
筆
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
脱
北

し
た
北
朝
鮮
住
民
に
よ
り
書
か
れ

た
も
の
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
資
料
の

う
ち
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
出
版

さ
れ
た
資
料
を
中
心
に
い
く
つ
か

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
北
朝
鮮
で
の
市
民
生
活

の
概
観
を
知
る
資
料
と
し
て
、
ア

ン
ド
レ
イ
・
ラ
ン
コ
フ
著
『
民
衆

の
北
朝
鮮
―
知
ら
れ
ざ
る
日
常
生

活
』（
花
伝
社
二
〇
〇
九
年
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
一
九
八
〇

年
代
に
北
朝
鮮
に
留
学
経
験
の
あ

る
ロ
シ
ア
人
朝
鮮
研
究
者
で
あ

る
。
こ
の
著
作
は
、
脱
北
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
最
近
訪
問
し
て

得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
作
ら
れ

て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
、
日
常
生
活
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
家
庭
問
題
、
乗
り
物
、

学
校
等
の
項
目
立
て
が
あ
り
、
北

朝
鮮
で
の
生
活
全
体
お
よ
び
管
理

体
制
を
客
観
的
な
視
点
か
ら
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
北
朝
鮮
の
リ
ア
ル
―
住
民
・

脱
北
者
の
証
言
か
ら
読
む
金
正
恩

体
制
の
明
日
』（
東
洋
経
済
新
報
社

二
〇
一
二
年
）を
著
し
た
チ
ョ
・
ユ

ニ
ョ
ン
は
大
学
院
で
北
朝
鮮
学
を

専
攻
し
、
脱
北
者
支
援
団
体
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
韓
国
に
亡
命
後

の
黄
長
燁
元
・
労
働
党
幹
部
の
秘

書
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
研
究
者

で
あ
る
。
こ
の
著
作
で
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
得
ら
れ
た
脱
北
者
の

生
の
声
を
ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
て
お

り
、
よ
り
身
近
な
視
点
か
ら
北
朝

鮮
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
章
の「
等
身
大
の
北
朝
鮮
人
」

で
は
ラ
ジ
オ
で
の
国
外
情
報
収
集

や
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
、
ま

た
市
場
で
の
商
売
を
通
じ
て
経
済

力
を
持
ち
始
め
た
女
性
な
ど
に
つ

い
て
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
第
四

章
「
北
朝
鮮
の
生
活
文
化
」
で
は

韓
国
ド
ラ
マ
や
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
表

向
き
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
が
ら
も

隠
れ
て
視
聴
し
て
い
る
人
が
少
な

く
な
い
こ
と
、
暮
ら
し
向
き
が
よ

く
な
い
な
か
で
、
占
い
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
生
活
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

　

既
に
北
朝
鮮
国
外
に
い
る
脱
北

者
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
、
現
在

北
朝
鮮
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
の

様
子
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、

『
リ
ム
ジ
ン
ガ
ン
』（
ア
ジ
ア
プ
レ

ス
出
版
部
）
が
数
少
な
い
資
料
の

ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
北

朝
鮮
に
在
住
す
る
北
朝
鮮
人
の
記

者
が
隠
し
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
な
が

ら
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
映
像

は
、
今
の
北
朝
鮮
を
伝
え
る
貴
重

な
情
報
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
か

ら
季
刊
で
発
刊
さ
れ
た
後
、
不
定

期
刊
行
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

二
〇
一
二
年
二
月
発
刊
の
第
六
号

が
現
時
点
で
最
新
刊
と
な
っ
て
い

る
。
ミ
サ
イ
ル
・
核
騒
動
に
対
す

る
住
民
の
考
え
や
不
動
産
取
引
、

デ
ノ
ミ
施
行
後
の
状
況
、
ま
た
世

襲
後
継
に
対
す
る
声
な
ど
、
そ
の

時
々
に
発
生
す
る
ト
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
北
朝
鮮
国
内
の
反
応
を
す
ば

や
く
伝
え
て
い
る
。
ま
た
『
リ
ム

ジ
ン
ガ
ン
』
の
記
者
の
居
住
地
が

北
朝
鮮
国
内
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う
。
韓
国
へ
の
脱
北
者
は
、

約
七
八
％
が
咸
鏡
道
（
北
朝
鮮
北

東
部
）
の
出
身
者
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
情
報
に
地
域
的
偏
り
が

で
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
が
、

『
リ
ム
ジ
ン
ガ
ン
』
は
比
較
的
広

い
範
囲
で
情
報
収
集
が
可
能
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

出
来
事
や
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
で
は

な
く
、
一
人
の
あ
る
い
は
複
数
人

の
半
生
を
綴
っ
た
資
料
も
、
彼
ら

の
生
活
を
知
る
よ
い
資
料
で
あ
る
。

　

斉
藤
博
子
著
『
北
朝
鮮
に
嫁
い

で
四
十
年
―
あ
る
脱
北
日
本
人
妻

の
手
記
』（
草
思
社
二
〇
一
〇
年
）

は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ

た
北
朝
鮮
へ
の
帰
還
事
業
に
よ

り
、
在
日
朝
鮮
人
で
あ
る
夫
と
と

も
に
北
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
妻

が
二
〇
〇
一
年
に
脱
北
し
、
日
本

に
帰
国
す
る
ま
で
の
記
録
で
あ

る
。
日
本
人
妻
と
い
う
特
殊
な
立

場
で
は
あ
る
が
、
約
四
〇
年
と
い

う
長
い
歳
月
を
北
朝
鮮
で
過
ご
し

た
彼
女
の
記
録
は
、
北
朝
鮮
人
の

生
活
と
な
ん
ら
代
わ
り
な
い
で
あ

ろ
う
。他
の
多
く
の
住
民
と
同
様
、

配
給
が
止
ま
り
、
日
々
の
食
事
に

苦
労
し
、ヤ
ミ
商
売
を
行
っ
た
り
、

公
開
処
刑
に
立
ち
会
わ
さ
れ
た

り
、
娘
が
密
輸
で
逮
捕
さ
れ
収
容

所
へ
送
ら
れ
た
り
と
厳
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、一
方
で
収
穫
後
の
畑
で
、

じ
ゃ
が
い
も
を
見
つ
け
た
喜
び

や
、
孫
に
あ
め
玉
を
買
っ
て
あ
げ

る
楽
し
み
、
ま
た
北
朝
鮮
の
美
し

い
農
村
風
景
を
愛
で
る
気
持
ち
な

ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
北
朝
鮮
で

も
あ
た
り
前
な
が
ら
、
こ
う
し
た

日
常
生
活
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
ま
た
脱
北
に
つ
い
て
も
、

元
々
は
本
人
が
望
ん
で
行
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
誘

い
に
よ
り
、
成
り
行
き
に
近
い
形

で
行
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
こ
れ

ま
で
の
脱
北
者
へ
の
認
識
と
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
興
味
深
い
。

　

バ
ー
バ
ラ
・
デ
ミ
ッ
ク
著
『
密

閉
国
家
に
生
き
る
―
私
た
ち
が
愛

し
て
憎
ん
だ
北
朝
鮮
』（
中
央
公

論
社
二
〇
一
一
年
）
は
七
年
間
に

も
渡
る
脱
北
者
と
の
対
話
を
も
と

に
、
清
津
出
身
の
六
人
の
人
物
に

焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
の
半
生
を
再

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
的
苦

境
の
な
か
で
の
、
思
想
や
商
売
、

恋
愛
や
家
族
関
係
な
ど
、
物
語
を

読
む
よ
う
な
形
で
北
朝
鮮
で
の
暮

ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料

で
あ
る
。

　

以
上
、
紹
介
し
た
資
料
の
数
は

多
く
な
い
が
、
そ
の
内
容
や
著
者

の
立
場
は
様
々
で
あ
る
。
北
朝
鮮

に
関
す
る
情
報
は
、
脱
北
者
た
ち

の
証
言
な
ど
に
よ
り
以
前
よ
り
得

や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

し
居
住
地
や
階
層
の
違
い
、
家
庭

環
境
、
経
済
状
況
、
置
か
れ
て
い

る
立
場
な
ど
に
よ
り
、
当
然
な
が

ら
彼
ら
の
生
活
状
況
は
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。
ま
だ
ま
だ
得
ら
れ

る
情
報
が
少
な
い
な
か
で
彼
ら
の

生
活
を
知
る
た
め
に
は
、
様
々
な

視
点
か
ら
複
数
の
情
報
を
参
照
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
か
の
う　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
図
書
館
）
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